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先住民における多元的「貨幣」受容形態 
－東洋と西洋と－ 

角南聡一郎 
貨幣とは、「価値の尺度」「交換の媒介」「価値の保存」の機能を持ったモノである。貨幣の誕生は、紀

元前 7世紀に古代のアナトリア半島 (現在のトルコ)のリディア王国においてであった。初めはエレクトロン

合金貨幣、のちには金銀貨が鋳造され、ギリシア人に採用されて普及することになった。古代ギリシア文明

は、ヨーロッパ文明の源流であり、西洋的貨幣の起源といえる。一方、中国では春秋戦国時代（紀元前 770

年～紀元前 221 年）に貝貨・刀貨・布貨といった原始貨幣をかたどった銅製鋳造貨幣が製作された。こちら

が東洋的貨幣の起源である。 

西洋でも東洋でも先進国から、周辺地域へと貨幣は広まっていった。しかし、市場に埋め込まれた社会で

はない、非市場社会である先住民社会はこうした貨幣を単に貨幣として使用するのではなく、辟邪や装飾品

としての利用することが多かった。また、金貨、銀貨などは貨幣というよりも金、銀という素材が重宝され

たり、金、銀の装飾品として取り扱われたりする場合も多々あった。 

日本植民地時代台湾では 1904年に台湾銀行券が発行されて、貨幣統一が完成した。しかし、台湾原住民た

ちの間では、制度とモノの乖離した状況にあった。依然として宗主国日本の近代貨幣制度を受容することな

く、彼らの慣行を遵守していった。 

台湾では、ヤミ（タオ）族、アミ族、パイワン族などにおいて日本貨幣の部材的、装飾的使用（転用）が

認められる。部材的使用はヤミ（タオ）族にのみ見られる。1918年にイモロッド村に交易所ができ、日本人

が銀貨（十銭、五十銭及び一円）でヤミ族から夜光貝や海人草、土器製の壼、木彫りの船などの民芸品を買

い付けた。この時以来ヤミ族は日本から流入した多くの日本銀貨を手に入れることとなったのである。しか

しながら、ヤミ族の人々は獲得した銀貨を流通する貨幣として使用しなかった。これを銀の甲、銀の腕輪な

どの材料として用いた（徐 2003）。 

アミ族、パイワン族などでは、貨幣に穿孔を施して装飾的に使用している（林 2002）。これは単なる装飾

の意味だけでなく、シャーマンの使用用具にも用いられることから（徐 1962）、辟邪的ニュアンスもあった

と考えられる。これは、形骸化しながらも現在の、台湾原住民民族衣装の土産物にもデザインとして残存し

ている。 

また、考古資料としては台湾原住民の祖先が残したと考えられる、台北県八里郷十三行遺跡より出土した

銭貨にも径 2mm の穿孔が認められる（臧・劉 2001）。これは垂下装飾のために施されたと考えられる。同

遺跡からは、合計 99枚の銅銭が出土しており、そのほとんどが中国銭であるが、隆平永寶や寛永通寶などの

日本銭も出土している。 

このような台湾での状況を参考にするならば、琉球における開元通寳、本土における貨泉などの初期出土

中国貨幣も、流通貨幣としてではなく威信財的意味で将来されたと考えることが可能ではないだろうか。ま

た、このような貨幣の利用方法は、アイヌの民族資料、シベリアの出土資料、タイ・アカ族やボルネオ・ダ

ヤク族、アメリカ・ズニ族の民族資料などにも認められる。中国でも、新疆ウイグル自治区などの辺境から

出土するローマ貨幣も、装飾品として加工されたものが多く出土している。キルギス・カザフスタンなど中

央アジアにも同様の現象が起こっている（KLAVDİA- AYDARBEK 2004）。 
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  十三行遺跡出土の銅銭（臧・劉 2001） 

 

 

 ダヤク族の民族衣装（宮武 1937） 

パイワン族の貨幣転用装飾品（林 2002） 

 

アミ族の貨幣転用装飾品（林 2002）            領北ボルネオ発行の絵葉書 

（http://borneo.web.infoseek.co.jp/） 
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トリンギット族の民族資料に見られる中国銭（デ－ヴィス 2004） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

ヤミ（タオ）族の銀製品（徐 2003） 

 

 

 

 

 


